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地域の目 
「感動体験舞台」への誘い！ 長谷川　清博  

C O N T E N T S

地域活性化 
　Ⅰ．農林水産部 
　　農山漁村の活性化に向けて 
　Ⅱ．経済産業部 
　　「グローカル」な視点にたった多様な産業集積を目指して 
　Ⅲ．経済産業部 
　　沖縄をＩＴ開発の拠点に！「沖縄から発信するＩＴビジネスモデル」 
　Ⅳ．開発建設部 
　　地域の活力向上に資する国土交通行政の展開 
 

仕事の窓②　農林水産部 
耕作放棄地ゼロを目指して 

仕事の窓①　総　務　部 
沖縄振興功績者表彰 

仕事の窓③　財務部 
「注意！消費者金融をご利用の方へ」 

仕事の窓④　開発建設部 
沖縄市国道３３０号胡屋交差点に新しい街のシンボル登場 

お知らせ 

琉球漆器は、14世紀に始まったとされる明朝との交易の献上品として発

達したと考えられています。17世紀初頭には首里王府に貝摺（かいずり）奉行所と

いう漆器の製作所が設置され、技術的・芸術的に水準の高い工芸品が作られてい

ました。また、民間の産業としては、那覇の若狭町が漆器の生産地でした。 

　沖縄は年間の平均気温22.3℃、湿度78％と漆の乾燥に最適で、漆器産地としては

希にみる恵まれた気象条件と、木地として狂いや亀裂が生じないデイゴ、シタマキ（エ

ゴノキ）、木目仕上げの美しいセンダン、ガジュマル等の優秀な素材に恵まれています。 

　主に朱色や黒の漆を用い、下地は豚の血を使った「豚血下地（とんけつしたじ）」

等、上塗りは天然の漆を用いた塗り立てで、技巧的に難しい花塗（はなぬり）等で仕

上げられ、朱の鮮やかな美しさと黒とのコントラストが特徴です。また模様つけの技

法は「沈金（ちんきん）」、「箔絵（はくえ）」、「螺鈿（らでん）」や琉球独自の技法「堆

錦（ついきん）」など多種多様となっております。 

琉球漆器 りゅうきゅう しっき 

開発建設部　沖縄不発弾等対策協議会を開催 
　〃　　部　第3回沖縄ブロック港湾保安対策推進会議開催 
　〃　　部　平成19年度防災訓練（6月）について 
　〃　　部　那覇港沈埋トンネル工事 
　〃　　部　「まるごと沖縄クリーンビーチ2007」キャンペーンを開催 
運　輸　部　平成１９年度陸運関係功労者陸運事務所長表彰 
　〃　　部　不正改造車を排除する運動の強化月間について 
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群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。 ★本誌タイトルについて★ 

あまわり浪漫の会会長 
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沖縄県産酒類振興・消費拡大懇話会の報告書について 
かりゆしウェアの普及・促進について 
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２
０
０
０
年
３
月
の
寒
風
吹

き
さ
す
勝
連
城
跡
で
の
記
念
す
べ
き

初
演
か
ら
、今
年
の
６
月
で
１
０
５
回

（
観
客
動
員
数
７
５
，０
０
０
余
人
）の

公
演
を
達
成
し
た
中
高
校
生
に
よ
る

舞
台
、現
代
版
組
踊
「
肝
高
の
阿
麻

和
利
」
が
う
る
ま
市
に
存
在
す
る
こ

と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

現
代
版
組
踊
と
は
、沖
縄
の
古
典
芸

能
の
組
踊
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
舞
台
で
、出
演
者
は
全
て
地
元
の

中
高
校
生
で
す
。
 

　
こ
の
舞
台
の
物
語
は
、こ
れ
ま
で
歴

史
上
、時
の
首
里
王
府
に
謀
反
を
企

て
た
と
し
て
「
逆
賊
」
の
レ
ッ
テ
ル
を

貼
ら
れ
た
、勝
連
城
10
代
城
主
「
阿

麻
和
利
」
の
人
物
像
を
違
っ
た
歴
史

視
点
か
ら
検
証
し
、民
草
の
王
と
し

て
領
民
か
ら
慕
わ
れ
た
阿
麻
和
利

按
司
の
真
の
姿
を
現
代
の
子
供
た
ち

が
紐
解
い
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
 

　
当
初
、こ
の
舞
台
は
期
限
付
事
業

の
一
環
と
し
て
与
勝
地
域
の
中
学
生

を
対
象
に
、当
時
の
勝
連
町
教
育
委

員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
、稽
古
当
初

は
参
加
者
が
少
な
く
先
行
き
を
心

配
し
ま
し
た
が
、回
を
重
ね
る
毎
に

参
加
者
も
増
え
て
い
っ
た
の
で
す
。
迎

え
た
本
番
の
日
は
、満
員
の
観
客
の

前
で
一
生
懸
命
に
演
技
す
る
子
供
た

ち
の
姿
に
、客
席
か
ら
は
惜
し
み
な
い

拍
手
が
寄
せ
ら
れ
、会
場
は
感
動
の

渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
携

わ
っ
て
き
た
関
係
者
の
誰
も
が
、大
観

衆
の
前
で
堂
々
と
表
現
す
る
子
供
た

ち
の
姿
を
ま
ぶ
し
く
、そ
し
て
頼
も

し
く
感
じ
た
一
日
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

　
こ
の
取
り
組
み
で
体
験
し
た
感
動

を
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、後
輩
た

ち
に
も
体
験
さ
せ
た
い
と
再
演
を
望

む
子
供
た
ち
か
ら
の
真
剣
な
願
い
に
、

大
人
た
ち
が
揺
り
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

出
演
者
の
父
母
で
、舞
台
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
「
父
母
の
会
」
を
結
成
し
、教

育
委
員
会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

舞
台
の
継
続
に
尽
力
し
ま
し
た
。
01

年
に
は
、き
む
た
か
ホ
ー
ル
の
竣
工
に

伴
い
、舞
台
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
父
母

の
会
」
か
ら
、ホ
ー
ル
運
営
を
支
援
す

る
団
体
と
し
て「
あ
ま
わ
り
浪
漫
の
会
」

を
結
成
し
、ホ
ー
ル
を
拠
点
と
し
て

活
動
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
と
し
て
、
03
年

に
は
、公
的
な
補
助
金
や
助
成
金
を
一

切
受
け
な
い
公
演
を
関
東
５
ヵ
所
で

行
い
ま
し
た
。
ま
た
05
年
に
は
、子
供

の
舞
台
と
し
て
は
初
の
「
国
立
劇
場

お
き
な
わ
」で
の
公
演
。さ
ら
に
07
年

に
は
、「
阿
麻
和
利
按
司
」の
居
城
で

あ
っ
た
勝
連
城
跡
で
の
自
主
公
演
を

成
功
さ
せ
た
の
で
す
。
公
演
活
動
を

重
ね
る
に
つ
れ
、こ
の
取
り
組
み
が
確

実
に
地
域
に
浸
透
し
、さ
ら
に
は
、県

内
外
に
も
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
舞
台
は
、中
学
1
年
生
か
ら

高
校
３
年
生
ま
で
の
６
年
間
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
、毎
年
世
代
交
代
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
、稽
古

す
る
仲
間
と
共
に
演
じ
る
喜
び
を
舞

台
上
で
表
現
す
る
子
供
た
ち
の
ひ
た

む
き
さ
に
、観
劇
さ
れ
た
方
々
か
ら

激
励
の
言
葉
を
掛
け
て
も
ら
う
こ
と

で
、地
域
を
誇
り
に
思
う
気
持
ち
と

仲
間
や
舞
台
制
作
に
携
わ
る
周
囲
の

大
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
育

ま
れ
て
い
き
ま
す
。
 

　
今
年
の
１
０
０
回
公
演
で
の
光
景

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
卒
業
生
と
現

役
メ
ン
バ
ー
と
の
感
謝
の
バ
ト
ン
リ
レ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
役
メ
ン
バ
ー

か
ら
卒
業
生
へ
の「
舞
台
の
礎
を
築
い

て
く
れ
た
こ
と
」へ
の
感
謝
、そ
し
て

卒
業
生
メ
ン
バ
ー
か
ら
現
役
メ
ン
バ
ー

へ
の「
舞
台
を
続
け
て
き
て
く
れ
た
こ

と
」へ
の
感
謝
を
お
互
い
称
え
な
が
ら

抱
き
合
う
姿
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ

に
は
、先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
確
実
に

受
け
継
が
れ
守
ら
れ
て
い
る
熱
い
想
い

「
肝
高
い
志
」
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
舞
台
は
こ
れ
か
ら
も
勝
連
を
拠

点
に
、舞
台
を
守
り
育
て
て
い
く
人

材
と
稽
古
場
を
確
保
し
つ
つ
、子
供

と
大
人
が
協
働
し
て
創
り
出
す
感

動
体
験
舞
台
を
発
信
し
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
「
琉
球
の
船
を
世
界
中
に
走
ら
せ

た
い
!
」
と
い
う
阿
麻
和
利
按
司
の

夢
の
実
現
に
向
け
。
 

あまわり浪漫の会会長 

長谷川　清博 
（はせがわ・せいひろ） 
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農
山
漁
村
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、「
農
山
漁
村
の
活

性
化
の
た
め
の
定
住
等
及
び
地
域
間

交
流
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
農
山

漁
村
活
性
化
法
）
」
が
、今
国
会
で
成

立
し
5
月
１６
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、全
都
道
府
県

に
お
い
て
、県
、市
町
村
、農
林
漁
業

団
体
等
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
で
は
、6
月
5
日
（
火
）に

南
風
原
町
の
土
地
改
良
会
館
に
お
い

て
沖
縄
県
、市
町
村
、農
林
漁
業
団

体
等
約
1
4
0
人
が
参
加
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
説
明
会
に
は
、沖

縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
長
を

は
じ
め
農
林
水
産
省
農
山
漁
村
地

域
活
性
化
支
援
室
担
当
者
等
が
出

席
し
、農
山
漁
村
活
性
化
法
及
び
同

法
に
基
づ
く
活
性
化
計
画
等
の
概
要
、

交
付
金
の
仕
組
み
や
手
続
き
に
つ
い

て
関
係
者
に
説
明
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、今
回
制
定
さ
れ
た
法
律
等
の

概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

    

　
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
展
等

に
よ
り
農
山
漁
村
の
活
力
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
農
山
漁

村
に
お
け
る
定
住
等
や
農
山
漁
村
と

都
市
と
の
地
域
間
交
流
の
促
進
に
よ

る
農
山
漁
村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
方
公
共
団
体
が
作
成
す
る
活
性
化

計
画
に
係
る
制
度
を
創
設
す
る
と
と

も
に
、
当
該
計
画
を
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
交
付
金
を
交
付
す
る
処
置

等
を
講
ず
る
も
の
で
す
。 

   

　
国
は
、定
住
等
及
び
地
域
間
交
流

の
促
進
に
よ
る
農
山
漁
村
の
活
性
化

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
ま

す
。 

    

　
都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、単
独

で
又
は
共
同
し
て
、基
本
方
針
に
基
づ

き
、計
画
の
区
域
、計
画
の
目
標
、当

該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施
す

る
次
に
掲
げ
る
事
業
、計
画
期
間
そ
の

他
の
事
項
を
定
め
た
活
性
化
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

①
農
林
漁
業
の
振
興
の
た
め
の
生
産

基
盤
及
び
施
設
の
整
備
に
関
す
る

事
業 

②
生
活
環
境
施
設（
排
水
処
理
施
設

等
）の
整
備
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
間
交
流
の
拠
点
と
な
る
施
設

の
整
備
に
関
す
る
事
業 

 

   

　
国
は
、活
性
化
計
画
を
作
成
し
た

都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
対
し
、事

業
実
施
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た

め
、予
算
の
範
囲
内
で
、交
付
金
を
交

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

    

　
市
町
村
は
、施
設
用
地
の
確
保
の

た
め
、農
林
地
等
に
係
る
所
有
権
移

転
等
促
進
計
画
を
定
め
、農
地
法
上

の
転
用
手
続
き
を
円
滑
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
民
法
、不
動
産
登
記

法
の
特
例
。
但
し
、転
用
許
可
基
準
に

変
更
無
し
） 

    

　
活
性
化
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業

は
、市
民
農
園
整
備
促
進
法
に
基
づ

く
市
民
農
園
開
設
の
認
定
申
請
に
関

し
、簡
略
化
さ
れ
た
手
続
き
に
よ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 
○
交
付
金
の
特
徴

　
こ
の
交
付
金
で
は
、計
画
を
策
定
し

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に
申
請
す
る
こ
と

で
、農
・
林
・
水
の
連
携
が
図
ら
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
総
合
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
農
・
林
・
水
の
縦
割
り
な
く
、対
象

施
設
間
の
経
費
の
弾
力
的
運
用
、年

度
間
の
融
通
が
可
能
で
す
。 

ま
た
、地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
る
独
自

の
提
案
メ
ニ
ュ
ー
も
支
援
し
ま
す
。 

 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、農
山
漁

村
の
活
性
化
に
向
け
た
地
域
の
自
発

的
な
動
き
を
支
援
す
る
た
め
、農
林

水
産
部
土
地
改
良
課
内
に
関
係
課
担

当
者
を
構
成
員
と
す
る
農
山
漁
村
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
チ
ー
ム
を
設
置
し
、こ
こ
を
窓
口
と

し
て
一
体
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

趣
旨

1

基
本
方
針
の
策
定

2

活
性
化
計
画
の
作
成

3

交
付
金
の
交
付

4

所
有
権
移
転
等
促
進

計
画
の
作
成

5

市
民
農
園
整
備
促
進
法

に
基
づ
く

手
続
き
の
円
滑
化

6

統一テーマ 地域活性化           

Ⅰ 農山漁村の活性化に向けて 
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制度の仕組み 

交　流   

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金の活用事例及び効果イメージ 

目　的 

農山漁村の活性化のための定住等及び地域間交流の促進に関する法律の概要 

支援措置 交付金の特徴 

人口の減少、高齢化の進展等により農山漁村の活力が低下していることにかんがみ、 
農山漁村における定住等及び農山漁村と都市住民との地域間交流を促進するための 
措置を講ずることにより、農山漁村の活性化を図る。 

農林水産部 

Ⅰ．農山漁村の活性化に向けて 

都道府県又は市町村が単独で又は共同して作成 
 
（義務的記載事項） 
　①農林漁業の振興のための生産基盤 
　　及び施設の整備 
　②生活環境施設の整備 
　③地域間交流のための施設の整備 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　等 
（任意的記載事項） 
　・農林漁業団体等が実施する事業 
　・農林地所有権等移転計画促進事業の 
　　実施に関する基本方針 

●交付金の交付 
　国は、地方公共団体に対
し、計画に基づく事業の
実施に要する経費に充て
るための交付金を交付 

●施設用地確保のため農林
地等の所有権移転促進等
の特例措置（農地法の許
可基準には変更なし） 

●市民農園整備促進法に基
づく手続きの簡略化 

市町村による施設用地確保のための 
所有権移転等促進計画の作成 

基本方針の策定（国）

活性化計画（都道府県又は市町村）の作成

農林漁業団体等

必要があると認めるとき 
 

提出 
●農・林・水の縦割りなく施
設を一気に整備 
 
●窓口のワンストップ化 
　（大臣官房に体制整備、沖
縄では沖縄総合事務局が窓
口） 
 
●対象施設間の経費の弾力的
運用、年度間の融通が可能 
 
●地域が提案するメニューも
支援 
 
●都道府県又は市町村への助
成 
（民間団体等へは間接助成） 
 
●法律上の事業とすることに
より、施設用地の確保、市
民農園の開設等の手続きが
簡素化 

活
性
化
計
画
作
成
の
提
案
 

直販施設 
↓

農 山 漁 家　所得の向上

○短期の観光・農林漁業体験 

二地域居住 

地域資源活用起業支援施設
（ダイビング施設） 

↓
インストラクターの雇用

○年に1～3ヶ月程度の滞在 
○平日は都会、休日は農山漁村 

定　住 

ＣＡＴＶ等の整備 
↓

 都市と同様の社会基盤 の下で
生活・仕事・都市への情報アクセス

○移住・ＵＪＩターン 
○既地域住民の安定 

地域活性化に資する基盤づくり
（○農業・林業・漁業生産基盤整備、○農業・林業・漁業生産施設整備 等）
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地域活性化 
Ⅱ 「グローカル」な視点にたった多様な産業集積を目指して 

～企業立地促進法のご紹介～ 

　
本
年
６
月
に
施
行
し
た
「
企
業

立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お

け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性

化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
『
企
業

立
地
促
進
法
』
）
」
に
つ
い
て
ご

説
明
し
ま
す
。
企
業
立
地
促
進
法
は
、

経
済
成
長
戦
略
大
綱
関
連
３
法
案

の
一
つ
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の

で
す
（
図
１
参
照
）
。

　
先
ず
始
め
に
「
企
業
立
地
促
進
法
」

制
定
の
背
景
を
、
経
済
産
業
省
、

産
業
構
造
審
議
会
地
域
経
済
産
業

分
科
会
（
以
下
『
分
科
会
』）
で
ま

と
め
ら
れ
た
報
告
書
「
地
域
活
性

化
総
合
プ
ラ
ン
の
実
行
に
向
け
て
」

か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。
　 

 

（1）
地
域
経
済
の
現
状
と
将
来
の
見

通
し

　
我
が
国
経
済
は
、
回
復
基
調
に
あ

る
も
の
の
、
地
域
間
で
改
善
ス
ピ
ー

ド
に
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
、
近
時
の

都
道
府
県
ご
と
の
有
効
求
人
倍
率
を

見
て
も
、
全
国
平
均
が
１
・
０
６
倍

を
示
す
中
、
愛
知
県
や
東
京
都
は
１
・

５
倍
以
上
を
記
録
し
て
い
る
一
方
、
青

森
県
や
高
知
県
、
そ
し
て
我
が
沖
縄

県
な
ど
は
０
・
５
倍
未
満
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
景
気
改
善
状
況
の
良
い
地

域
に
は
輸
出
や
生
産
活
動
が
好
調
な

自
動
車
や
デ
ジ
タ
ル
家
電
関
連
産
業

が
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

改
善
状
況
の
弱
い
地
域
で
は
、
従
来

か
ら
公
共
事
業
へ
の
依
存
度
が
高
い
こ

と
な
ど
が
、
そ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
我
が
国
は
既
に
人
口
減
少

時
代
に
突
入
し
、
今
後
も
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
の
流
れ
は
加
速
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域

で
地
域
内
総
生
産
も
減
少
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
経
済

活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
今
後
ま
す
ま

す
加
速
し
て
い
く
中
で
、
企
業
の
立

地
を
始
め
と
す
る
投
資
・
生
産
活
動

は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
最
適
を
求

め
た
傾
向
が
よ
り
強
く
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（2）
地
域
経
済
活
性
化
に
当
た
っ
て

踏
ま
え
る
べ
き
視
点

　
地
域
経
済
の
現
状
や
今
後
の
展
望

の
中
で
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
際
に
は
、
次
の
３
つ
の
視
点
が

重
要
で
す
。 

 

　
一
律
で
な
い
地
域
の
実
状 

　
近
年
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
大
き
く
進
展
し
、
企
業
は

国
内
外
の
市
場
に
お
い
て
国
際
競

争
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
で
企
業
は
、
国
内
外
を
問
わ

ず
自
ら
の
最
適
機
能
配
分
の
観
点

か
ら
立
地
地
点
を
選
定
し
、
投
資
・

生
産
活
動
を
行
う
傾
向
が
強
く
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ロ
ー
カ

ル
の
強
み
を
踏
ま
え
た
取
組
を
行

っ
て
い
く
、
所
謂
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」

な
視
点
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
全
て
の
地
域
が
製
造
業

や
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
企
業
立
地
に

適
し
た
環
境
に
あ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
I
T
を
活
用
し
た
地
理
的

制
約
の
克
服
や
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
事
業
の
振
興
、
観
光
、
健

康
、
福
祉
・
介
護
等
の
地
域
に
密

着
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
も
含
め
た
地
域
独

自
の
地
域
活
性
化
策
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
強
み
を

活
か
し
た
特
色
あ
る
産
業
を
育
て

て
い
く
た
め
の
創
意
工
夫
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。 

 

　
求
め
ら
れ
る
地
域
活
性
化
を 

　
担
う
多
様
な
人
材 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
と
活
性

化
の
た
め
の
処
方
箋
は
一
律
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
等
し
く
必
要
な
も
の
は

人
材
で
す
。
企
業
立
地
に
お
い
て
も
、

企
業
の
立
地
選
定
に
と
っ
て
も
人
材

確
保
が
最
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
で

あ
り
、
地
域
に
お
い
て
企
業
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
人
材
育
成
の
体
制
整
備
を

行
う
こ
と
が
企
業
立
地
の
成
否
を
握

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
資
源
を
活

用
し
、
地
域
密
着
型
の
事
業
を
発
展

さ
せ
て
い
く
上
で
も
、
研
究
者
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
を
持
っ
た
人
材
の
確

保
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
　 

 

　
求
め
ら
れ
る
生
活
者
の
視
点 

　
か
ら
の
環
境
整
備 

　
前
述
の
よ
う
な
地
域
活
性
化
の
担

い
手
と
な
る
人
材
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、
生
活
環
境
の
整
備
や
住
む
人

に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
企
業

の
立
地
選
定
に
際
し
て
、
企
業
で
働

く
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
学
校
、
病
院
、

自
然
環
境
や
文
化
が
重
要
で
あ
り
ま

す
し
、
児
童
館
の
整
備
な
ど
働
き
手

が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
整
備
に
よ
っ

て
企
業
誘
致
に
も
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
働
き
手
だ
け

で
な
く
家
族
に
と
っ
て
魅
力
的
な
生
活

環
境
で
あ
る
こ
と
や
、
研
究
開
発
人

材
の
確
保
の
た
め
に
は
子
供
の
教
育

環
境
が
大
切
で
あ
り
、
最
近
の
若
者

の
傾
向
と
し
て
、
余
暇
を
過
ご
す
た

め
の
場
所
を
選
ん
で
か
ら
仕
事
を
探

す
傾
向
も
み
ら
れ
る
な
ど
、
多
面
的

な
視
点
か
ら
地
域
環
境
整
備
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

は
じ
め
に

1
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Ⅱ．「グローカル」な視点にたった多様な産業集積を目指して 
  

　
前
述
の
分
科
会
報
告
を
受
け
、
「
企

業
立
地
促
進
法
」
は
、
地
域
経
済

の
自
律
的
発
展
の
基
盤
の
強
化
を

図
る
目
的
で
立
法
化
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
集
積
が
地
域
経
済
の
活
性
化

に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、

企
業
立
地
の
促
進
に
よ
る
地
域
に

お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
の
た
め
に
、

地
方
公
共
団
体
が
行
う
主
体
的
か

つ
計
画
的
な
取
組
を
効
果
的
に
支

援
す
る
た
め
の
措
置
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。 

　
「
企
業
立
地
促
進
法
」の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」で
す
。
国
際
的
な

大
競
争
時
代
に
地
域
の
特
性
・
強
み

を
活
か
し
た
企
業
立
地
促
進
を
通
じ

地
域
産
業
活
性
化
の
実
現
を
目
指
す

た
め
、 

①
個
性
あ
る
産
業
集
積
の
形
成
・

高
度
化 

②
広
域
連
携
に
よ
る
拠
点
整
備 

③
迅
速
な
企
業
立
地
の
実
現 

　
以
上
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
新
た
な
考

え
方
と
し
て
、「
多
様
な
産
業
集
積
」

を
全
国
的
に
形
成
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。 

 

　
法
律
ス
キ
ー
ム
と
支
援
措
置
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。
都
道
府
県
及
び

市
町
村
は
国
が
策
定
し
た
「
基
本
方

針
」
に
基
づ
き
、地
域
産
業
活
性
化

協
議
会
を
組
織
し
、産
業
集
積
の
形

成
に
関
す
る
目
標
、区
域
、業
種
、事

業
環
境
整
備
の
内
容
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
「
基
本
計
画
」
を
作
成
し
、国

に
協
議
し
ま
す
。
国
の
同
意
を
得
た

計
画
に
関
し
て
は
、 

①
工
場
立
地
法
の
特
例 

②
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
業
務
追
加 

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

　
次
に
、「
同
意
基
本
計
画
」
に
盛
り

込
ん
だ
集
積
区
域
に
お
い
て
事
業
者

が
「
企
業
立
地
計
画
」
等
を
作
成
し
、

都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
る
と

①
課
税
の
特
例 

②
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例 

　
そ
の
他
、財
政
、税
制
、地
方
交
付

税
な
ど
に
よ
る
支
援
措
置
が
準
備
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、企
業
立
地
を
総
合
的
に
応

援
す
る
「
企
業
立
地
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済

産
業
部
企
画
振
興
課
及
び（
独
）
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
沖
縄
事
務

所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
企
業

誘
致
、産
業
立
地
に
関
す
る
ご
質
問

な
ど
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

企
業
立
地
促
進
法
の

概
要
に
つ
い
て

（
図
２
参
照
）

2

経済産業部 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 
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地域活性化 
Ⅲ 沖縄をＩＴ開発の拠点に！「沖縄から発信するＩＴビジネスモデル」 

～地域活性型先導的情報通信産業モデル実証事業の実施～ 

　
沖
縄
で
は
今
、
Ｉ
Ｔ
産
業
が
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

　
情
報
通
信
回
線
の
補
助
や
Ｉ
Ｔ
系

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
の
整
備
・
提

供
な
ど
の
手
厚
い
公
的
支
援
策
に
よ

り
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
等
の
進
出
が
相
次
ぎ
沖
縄
の

経
済
を
支
え
る
主
要
産
業
へ
の
成
長

が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
そ
の
Ｉ
Ｔ
産
業
を
将
来
に
亘
っ
て

育
成
し
沖
縄
の
基
幹
産
業
と
し
て
の

基
盤
を
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
や
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
の
立
地
な
ど
に
お
い
て
沖

縄
を
拠
点
化
す
る
新
た
な
取
り
組
み

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

そ
こ
で
、
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済

産
業
部
で
は
、
沖
縄
の
強
み
や
魅
力

を
活
か
し
た
民
間
主
導
の
新
し
い
Ｉ

Ｔ
産
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
り
、

世
界
レ
ベ
ル
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
や

新
規
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
全
国
へ

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄
の
み

な
ら
ず
我
が
国
Ｉ
Ｔ
産
業
全
体
の
競

争
力
強
化
を
図
る
た
め
の
「
地
域
活

性
型
先
導
的
情
報
通
信
産
業
モ
デ
ル

実
証
事
業
」
を
平
成
１９
年
度
に
実
施

し
ま
す
。

 

こ
の
事
業
は
沖
縄
型
の
オ
フ
シ
ョ

ア
開
発
を
目
指
す
「
沖
縄
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
・
オ
フ
シ
ョ
ア
セ
ン
タ
ー
整
備

モ
デ
ル
実
証
事
業
」
と
、
沖
縄
の
優

位
性
を
活
か
し
事
業
集
積
の
促
進
を

図
る
「
沖
縄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
整
備

モ
デ
ル
実
証
事
業
」
の
2
種
類
で
す
。

　
沖
縄
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
業
務
の
現
状
は
元
請
け
業
者
か
ら

の
受
注
（
下
請
）
い
わ
ゆ
る
下
流
工

程
の
開
発
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

受
注
実
績
や
開
発
体
制
の
脆
弱
性
な

ど
か
ら
上
流
工
程
と
言
わ
れ
る
高
度

な
ソ
フ
ト
開
発
の
受
注
が
困
難
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
よ
り
上
流
工
程
に
近
づ
け

た
ソ
フ
ト
開
発
業
態
に
移
行
す
る
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、

下
図
に
示
す
よ
う
な
高
度
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
備
え
且
つ
、
最
先
端
の
技

術
を
用
い
た
分
散
開
発
環
境
を
構
築

し
、
各
事
業
者
の
強
み
を
活
か
し
た

高
い
品
質
と
短
い
納
期
で
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

【
事
業
概
要
】 

　
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
事
業
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

①
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
い
、
分
散
型

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
環
境
の
構
築 

②
質
の
高
い
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
作
成
す

る
た
め
の
共
通
開

発
手
法
の
開
発 

③
様
々
な
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
開
発
に
お
け

る
再
利
用
可
能
な

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の

開
発 

④
最
先
端
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
開
発
環
境
の

有
効
性
の
実
証 

 

沖
縄
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

オ
フ
シ
ョ
ア
セ
ン
タ
ー

整
備
モ
デ
ル
実
証
事
業
と
は

1

沖
縄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

整
備
モ
デ
ル
実
証
事
業

と
は

2

   

　
沖
縄
は
、
地
震
が
少
な
い
こ
と
、

首
都
圏
と
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
同

時
被
災
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
な
ど

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
に
つ
い
て

優
位
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

着
眼
し
て
、
最
近
は
民
間
や
政
府
に

お
い
て
と
り
わ
け
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
た
め
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
立
地

が
顕
著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
本
事
業
は
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
更

に
促
進
さ
せ
る
た
め
、
次
図
に
示
す

よ
う
に
沖
縄
の
複
数
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
先
と
し
て
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
コ
ス
ト
の
削
減
を
実
現
し
、
こ
れ

に
よ
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
立
地
の
イ

ン
セ
ン
デ
ィ
ブ
効
果
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
事
業
内
容
は
次
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Ⅲ．沖縄をＩＴ開発の拠点に！「沖縄から発信するＩＴビジネスモデル」 

経済産業部 

の
と
お
り
で
す
。 

複
数
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
間
で
デ
ー

タ
の
分
散
管
理
を
行
う
い
わ
ゆ
る
グ

リ
ッ
ド
技
術
を
用
い
た
共
用
型
の
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を

行
う
た
め
、 

①
複
数
の
顧
客
の
業
務
シ
ス
テ
ム
を

共
用
す
る
こ
と
に
よ
り
低
コ
ス
ト

で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る
。 

②
同
時
被
災
の
可
能
性
の
低
い
顧
客

の
分
散
（
リ
ス
ク
分
散
）
を
図
る
。 

③
被
災
し
た
顧
客

に
対
応
す
る
共

用
復
旧
リ
ソ
ー
ス

開
発
を
行
う
こ

と
で
、
リ
ソ
ー
ス

コ
ス
ト
の
負
担
軽

減
、
災
害
時
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
追
求
、
空

き
サ
ー
バ
ー
の
再

利
用
の
実
現
を

目
指
す
。 

　
以
上
の
実
証
事

業
の
成
果
に
つ
い

て
は
、
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ

ネ
ス
の
有
効
な
ビ

ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
で

あ
る
こ
と
か
ら
沖

縄
や
全
国
の
Ｉ
Ｔ

企
業
に
次
の
よ
う

に
提
供
し
ま
す
。 

①
報
告
書
と
し
て
公
開
す
る
。 

②
開
発
さ
れ
た
ソ
フ
ト
は
オ
ー
プ

ン
ソ
ー
ス
と
し
て
誰
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

③
開
発
さ
れ
た
共
通
手
順
書
は
公

開
し
、
第
三
者
の
活
用
を
妨
げ
な

い
よ
う
に
す
る
。 

こ
と
と
し
、
広
く
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
の

活
用
を
促
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

   

　
当
該
実
証
事
業
に
よ
り
確
立
さ

れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
Ｉ
Ｔ

業
務
の
支
援
ツ
ー
ル
を
最
大
限
活

用
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

　
従
っ
て
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

で
は
、
こ
れ
ま
で
中
小
規
模
の
Ｉ

Ｔ
企
業
で
は
困
難
で
あ
っ
た
大
型

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
業
務
に
対
し
、

複
数
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
最
先
端
の
開

発
環
境
を
整
え
た
上
で
分
業
し
て

い
く
い
わ
ゆ
る
分
散
開
発
（
受
注

業
務
の
切
り
分
け
）
が
可
能
と
な
り
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
規
模
に
関

係
な
く
受
注
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
中
国
や
イ
ン

ド
に
大
量
に
流
れ
て
い
る
オ
フ
シ

ョ
ア
開
発
の
沖
縄
及
び
そ
の
他
の

地
域
へ
の
シ
フ
ト
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
整

備
で
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
い
る
若
し
く
は
一
定
規
模

の
サ
ー
バ
ー
を
有
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ

企
業
に
お
い
て
、
複
数
の
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
間
で
顧
客
か
ら
の
デ
ー

タ
の
分
散
管
理
を
可
能
と
す
る
高

度
な
技
術
（
グ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
）

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
低
コ
ス
ト

で
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
運
用
が

実
現
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
需
要
の
拡
大
及
び
Ｉ
Ｔ
企

業
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
新

規
参
入
創
出
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

   

　
当
局
に
お
い
て
は
、
こ
の
モ
デ
ル

事
業
の
成
果
と
し
て
得
ら
れ
た
Ｉ
Ｔ

業
務
支
援
ツ
ー
ル
を
Ｉ
Ｔ
業
界
に
広

く
開
放
・
移
転
し
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
小
規
模
レ
ベ

ル
で
し
か
な
し
得
な
か
っ
た
オ
フ
シ

ョ
ア
開
発
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
や
、
沖

縄
の
優
位
性
を
更
に
高
め
る
次
世
代

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
業

界
全
体
の
付
加
価
値
が
増
大
し
、
沖

縄
の
Ｉ
Ｔ
業
界
が
大
き
く
飛
躍
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。 

　
沖
縄
の
自
立
経
済
の
柱
を
担
う
産

業
の
育
成
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
産
業
振
興

策
は
重
点
政
策
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
モ
デ
ル
事
業
は
沖

縄
の
Ｉ
Ｔ
振
興
施
策
の
政
策
パ
ッ
ケ

ー
ジ
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ

ー
ク
構
想
で
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
、

当
該
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。 

期
待
さ
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

3

ま
と
め

4
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地域活性化 
Ⅳ 地域の活力向上に資する国土交通行政の展開 ～地域の活力なくして国の活力なし～ 

　 

平
成
１９
年
４
月
２７
日
（
木
）
に
「
平

成
１８
年
度
国
土
交
通
白
書
」
が
閣
議

発
布
、
公
表
さ
れ
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

に
お
い
て
も
、
去
る
６
月
１４
日
に
沖

縄
県
水
産
会
館
（
那
覇
市
）
に
お
い

て
「
国
土
交
通
白
書
説
明
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

本
特
集
で
は
、
「
平
成
１８
年
度
国

土
交
通
白
書
」
の
概
要
に
つ
い
て
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
地
域
に
対
す
る
国
民
の
意
識

　
地
域
の
現
状
へ
の
認
識
や
将
来
見
通

し
、
地
域
格
差
に
対
す
る
意
識
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
に
関
し
、
現
状
に

つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
悪
く
な
っ
た
と
す

る
回
答
は
少
数
で
あ
っ
た
が
、
将
来
に

つ
い
て
は
、
不
安
を
感
じ
る
と
す
る
回

答
が
町
・
村
の
居
住
者
を
中
心
に
比

較
的
高
く
、
具
体
的
に
は
、
高
齢
化

や
少
子
化
、
人
口
減
少
と
い
っ
た
点
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
格
差
の
拡
大
を

感
じ
る
と
す
る
回
答
の
割
合
は
高
く
な

っ
て
お
り
、
地
域
格
差
の
拡
大
を
感
じ

る
点
と
し
て
は
、
所
得
水
準
や
雇
用

情
勢
を
挙
げ
る
回
答
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。 

  

地
域
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

〜
社
会
・
経
済
構
造
の
変
化
の
中
で

転
換
点
に
立
つ
地
域
〜

第１章 

グラフ1．自分の住んでいる地域の現状についてどう感じるか グラフ2．自分の住んでる地域の将来について不安を感じる点

グラフ4．地域格差が拡大していると考える点 グラフ5．活力ある地域の実現のために国が取り組むべきだと思う分野

グラフ3．地域格差は最近拡大していると考えるか
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Ⅳ．地域の活力向上に資する国土交通行政の展開 

開発建設部 

　
地
域
の
活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
単
位

で
、
東
ア
ジ
ア
地
域
を
始
め
と
す
る
海

外
の
成
長
を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
等

を
通
じ
て
、
自
立
的
発
展
を
可
能
と

す
る
経
済
的
基
盤
を
確
立
す
る
と
と

も
に
、
生
活
圏
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
人

口
減
少
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
人
々

の
暮
ら
し
の
質
を
確
保
し
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

●
生
活
圏
レ
ベ
ル
の
課
題 

・
人
口
減
少
の
下
で
の
ま
ち
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り 

・
地
域
の
活
力
を
支
え
る
公
共
交
通 

・
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
下
で
地
域
の

活
力
を
支
え
る
担
い
手 

・
地
域
に
お
け
る
建
設
産
業
の
新
た
な

役
割 

●
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
観
光
振
興

　
観
光
は
、
創
意
工
夫
に
よ
り
地
域
独

自
の
資
源
を
活
か
し
た
取
組
み
が
可
能

で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
地
域
の
活
力
の

向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域

に
お
け
る
主
体
的
な
取
組
み
を
推
進
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

 

社
会
・
経
済
構
造
の

変
化
に
伴
う
地
域
に

お
け
る
課
題

第2章 
グラフ6．団塊の世代アンケート
　　　　「６０歳を過ぎてからの人生でやってみたいこと」（複数回答）

　
地
域
活
性
化
策
の
展
開
に
当
た
り
、

国
土
政
策
、
社
会
資
本
整
備
、
交
通

政
策
等
の
地
域
に
密
着
し
た
行
政
分

野
を
幅
広
く
担
う
国
土
交
通
省
が
果

た
す
べ
き
役
割
は
大
き
く
、
既
に
平
成

１８
年
１１
月
に
は
「
国
土
交
通
省
地
域

活
性
化
戦
略
」
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
、

そ
の
際
の
基
本
的
認
識
に
沿
っ
て
、
地

域
活
性
化
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

●
地
域
活
性
化
の
た
め
の
条
件
整
備 

　
本
格
的
な
少
子
高
齢
社
会
が
到
来
し
、

人
口
が
減
少
に
転
じ
る
中
、
高
齢
者
・

障
害
者
等
を
始
め
誰
も
が
安
全
で
快
適

に
生
活
で
き
る
よ
う
、
公
共
交
通
機
関
、

住
宅
、
建
築
物
、
歩
行
空
間
、
都
市

公
園
等
に
つ
い
て
、
よ
り
一
体
的
・
総
合

的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

地
域
活
性
化
に
向
け
た

国
土
交
通
施
策
の
展
開

第3章 
図表1．バリアフリー歩行空間



　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
沖
縄
に

お
け
る
創
業
や
事
業
発
展
等
の
意
欲

を
喚
起
し
、
今
後
の
沖
縄
の
一
層
の
振

興
、
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
沖
縄
振
興
功
績
者
表
彰
を
平

成
16
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今

年
度
で
4
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
福
井
局
長
は
、
受
賞
者
へ
の
あ
い
さ

つ
の
中
で
「
沖
縄
の
本
土
復
帰
以
来
、

県
民
を
挙
げ
て
、
沖
縄
振
興
の
た
め
の

努
力
が
続
け
ら
れ
、
沖
縄
の
社
会
経

済
は
着
実
に
発
展
し
て
き
て
お
り
、

近
年
、
気
候
・
風
土
な
ど
沖
縄
の
特

性
を
生
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や
、

独
自
性
を
持
っ
た
着
想
等
に
よ
る
商
品

開
発
及
び
事
業
展
開
、
あ
る
い
は
長

年
に
わ
た
る
観
光
振
興
、
地
域
振
興

活
動
な
ど
、
沖
縄
の
振
興
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
て
い
る
企
業
や
団
体
、
個

人
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
優

れ
た
活
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お

け
る
様
々
な
創
意
工
夫
や
、
地
道
な

努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
実
績
を
あ

げ
て
こ
ら
れ
た
方
を
顕
彰
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
他
の
企
業
や
団
体
、
個
人
の

方
々
の
励
み
に
な
り
、
ま
た
意
欲
も

刺
激
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。」
と
述
べ
ま
し
た
。 

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は 

★ 

あ
ま
わ
り
浪
漫
の
会 

　
地
元
中
学
・
高
校
生
に
よ
る
現
代

版
組
踊
（
肝
高
の
阿
麻
和
利
）
の
公

演
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
文
化
や
芸

能
を
広
く
県
内
外
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、
地
元
青
少
年
の
健
全
育
成
や

地
域
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献 

★ 

㈲
勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

　
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
生
産
か
ら
販
売

に
至
る
ま
で
地
元
に
よ
る
一
元
的
な
流

通
体
制
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
勝

山
産
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

確
立
し
た
ほ
か
、
地
域
の
活
性
化
と

地
域
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献 

★ 
㈱
サ
ン
エ
ー 

　
県
内
流
通
業
の
変
化
を
い
ち
早
く

予
測
し
た
店
舗
展
開
を
始
め
、
県
産

品
の
本
土
向
け
販
売
や
本
土
で
の
店

舗
展
開
な
ど
に
努
め
、
地
域
密
着
型

の
総
合
流
通
企
業
と
し
て
地
域
経
済

を
牽
引
し
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く

貢
献 

★ 

㈱
修
成
建
設 

　
建
設
業
を
営
み
つ
つ
有
限
会
社
は
ご

ろ
も
牧
場
の
酪
農
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
で
従
業
員
の
安
定
雇
用
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
山
羊
乳
を
活
用
し

た
新
た
な
乳
製
品
の
開
発･

販
売
を

通
じ
て
、
山
羊
を
地
域
資
源
と
し
て

活
用
し
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
る
な

ど
産
業
・
地
域
振
興
の
推
進
に
大
き

く
貢
献 

★ 

津
嘉
山
千
代
氏 

　
農
林
漁
業
体
験
民
宿
と
し
て
沖
縄

県
で
い
ち
早
く
農
家
体
験
を
通
し
た

共
生
・
対
流
活
動
を
実
践
し
て
い
る

ほ
か
、
宮
古
地
区
農
漁
村
生
活
研
究

会
会
長
と
し
て
地
域
の
食
材
を
利
用

し
た
地
産
地
消
、
食
育
に
も
積
極
的

に
取
り
組
む
な
ど
地
域
の
活
性
化
に

大
き
く
貢
献 

総務部

SHIGOTONO*MADO1

2

3

4

沖
縄
振
興
功
績
者
表
彰

Point

1

沖
縄
復
帰
記
念
の
日
に
当
た
る
5
月
１５
日
（
火
）
に
、
「
沖
縄
振
興
功
績
者
表
彰
」
の
表
彰
式
を
行
い
、 

沖
縄
の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
五
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

10



11

 

農林水産部
耕
作
放
棄
地
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

去
る
５
月
３１
日
（
木
）
、
那
覇
市

内
の
沖
縄
県
水
産
会
館
に
お
い
て
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
及

び
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
農
林
水

産
省
と
沖
縄
総
合
事
務
局
共
催
に
よ

る
「
遊
休
農
地
発
生
防
止
・
解
消
に

向
け
て
の
説
明
会
」
が
沖
縄
県
、
市

町
村
、
農
業
会
議
、
農
業
委
員
会
及

び
Ｊ
Ａ
な
ど
の
担
当
者
（
約
６０
名
）

の
参
加
の
下
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

農
地
は
、
農
業
生
産
に
と
っ
て
最

も
基
礎
的
な
資
源
で
あ
る
と
と
も
に
、

国
民
に
対
す
る
食
料
の
安
定
供
給
に

と
っ
て
重
要
な
基
盤
で
あ
り
、
多
面

的
機
能
も
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
高
齢
化
、

労
働
力
不
足
等
に
よ
り
耕
作
放
棄
地

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
優
良
農
地
と
し
て
有
効
利
用
す

べ
き
農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
用
地

に
お
い
て
も
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

・
耕
作
放
棄
地
面
積(

農
林
業
セ
ン
サ
ス)

の
現
状
を
見
る
と
、 

 
全
　
国 
平
成
１２
年 

３
４
３
・
０
千
ha 

　
　 

↓
平
成
１７
年 

３
８
６
・
０
千
ha 

沖
縄
県 

平
成
１２
年
　
　 

３
・
４
千
ha

　
　 

↓
平
成
１７
年
　
　 

３
・
２
千
ha 

 

・
耕
作
放
棄
地
率
、 

 

全
　
国 

平
成
１２
年
　
　
８
・
１
％ 

　
　 

↓
平
成
１７
年
　
　
９
・
７
％ 

沖
縄
県 

平
成
１２
年
　
　
１０
・
１
％ 

　
　 

↓
平
成
１７
年
　
　
１０
・
９
％ 

 

・
優
良
農
地
と
し
て
確
保
し
て
お
く
べ
き

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
農
用
地
区
域
内
の
耕
作

放
棄
地
面
積
（
平
成
１８
年
農
業
資

源
調
査
）
を
見
る
と
、 

 

全
　
国
　
１
５
３
・
０
千
ha 

　
　
　
　
　
耕
作
放
棄
率
３
・
５
％ 

沖
縄
県
　
　  

１
・
７
千
ha 

　
　
　
　
　
耕
作
放
棄
率
４
・
０
％ 

 

こ
う
し
た
耕
作
放
棄
地
の
増
加
傾

向
か
ら
、
国
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

等
に
お
い
て
、
「
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
・
解
消
の
た
め
の
措
置
の
強

化
」
が
示
さ
れ
「
耕
作
放
棄
地
ゼ
ロ

を
目
指
す
」
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
そ
の
対
策
に
必
要
と
思
わ
れ
る
、

①
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
等
の
取
組

支
援
　
②
企
業
等
の
参
入
円
滑
化
へ

の
取
組
支
援
　
③
農
地
等
を
集
落
等

共
同
で
管
理
す
る
取
組
支
援
　
④
市

民
農
園
と
し
て
の
活
用
へ
の
取
組
を

支
援
　
⑤
飼
料
増
産
・
放
牧
等
へ
の

取
組
支
援
　
⑥
植
林
転
用
に
よ
り
森

林
と
し
て
管
理
す
る
た
め
の
取
組
支

援
等
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
説
明
会
で
は
、
農
林
水
産
省
農

村
振
興
局
、
当
局
担
当
者
か
ら
「
遊

休
農
地
の
現
状
、
発
生
防
止
・
解
消

に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
耕

作
放
棄
地
解
消
・
発
生
防
止
策
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
、
市
町
村
に

お
い
て
今
後
５
年
程
度
を
目
途
に
耕

作
放
棄
地
ゼ
ロ
を
目
標
と
す
る
「
遊

休
農
地
解
消
計
画
」
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
の
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
　 

　
会
議
の
中
で
は
、
沖
縄
県
に
お
け

る
耕
作
放
棄
地
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、

国
、
県
、
市
町
村
等
関
係
団
体
が
一

致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

Point

SHIGOTONO*MADO1

2

3

4

2

「
遊
休
農
地
発
生
防
止
・
解
消
に
向
け
て
の
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 
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「
注
意
！
消
費
者
金
融
を
ご
利
用
の
方
へ
」 
3

財務部 

１
．
違
法
な
金
融
業
者
に
注
意 

２
．
貸
金
業
の
規
制
が
変
わ
り
ま
す 

１
．違
法
な
金
融
業
者
に
注
意
 

 
チ
ェ
ッ
ク
!
 

◎
貸
金
業
を
営
む
者
は
、国
又
は
都
道
府

県
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。
 

◎
登
録
の
確
認
が
で
き
な
い
業
者
か
ら
は
、

絶
対
に
借
入
れ
を
行
わ
な
い
で
下
さ
い
。

貸
金
業
者
が
貸
付
条
件
の
広
告
を
す
る

場
合
、登
録
番
号
等
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
登
録
番
号
は
「
沖
縄
総
合
事

務
局
長
（1）
第
0
0
0
0
1
号
」の
よ
う
に

表
示
さ
れ
ま
す
。
主
に
小
規
模
事
業
者
を

対
象
に
融
資
を
行
い
１
日
単
位
で
利
息
を

算
出
し
集
金
を
行
う
日
賦
貸
金
業
者
に
つ

い
て
は
、カ
ッ
コ
内
に（
N
1
）の
よ
う
に
N
の

文
字
が
入
り
ま
す
。
 

登
録
番
号
が
あ
っ
た
と
し
て
も
架
空
の

登
録
番
号
を
使
用
し
た
り
、別
の
登
録
業

者
の
番
号
を
詐
称
し
た
り
す
る
な
ど
、登

録
業
者
を
装
う
無
登
録
業
者
も
い
ま
す
の

で
、疑
わ
し
い
場
合
に
は
、主
た
る
営
業
所

等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局（
沖
縄

総
合
事
務
局
を
含
む
）又
は
都
道
府
県
の

貸
金
業
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
、登
録
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
連
絡
先
】 

●
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
金
融
監
督
課
 

　
0
9
8
・
8
6
2
・
1
9
4
4
 

●
沖
縄
県
文
化
環
境
部
県
民
生
活
課
 

　
0
9
8
・
8
6
6
・
2
1
8
7

Point

【コラム】 
貸金業者数（人口比）～沖縄県は全国第１位～ 
　平成18年3月末における全国の貸金業者数は計
14,236業者ですが、うち財務局登録業者数は702業者、
知事登録業者数は13,534業者となっています。このうち、
日賦貸金業者は全国で1,136業者（財務局登録18業者、
知事登録1,118業者）となっています。 
　平成18年3月末における沖縄県内の貸金業者数は、沖
縄総合事務局長登録が5業者、沖縄県知事登録が516業
者となっています。貸金業者数を人口比で見ると、47都
道府県中第１位となっています。 
　さらに、日賦貸金業者は241業者で、絶対数で47都道
府県中第１位となっています。 

 
チ
ェ
ッ
ク
!
 

◎
年
２９
・
2
％
（
日
賦
貸
金
業
者
に
つ
い

て
は
５４
・
７５
％
）
を
超
え
る
金
利
で
の

貸
付
は
違
法
で
す
。

29
・
2
％
の
金
利
は
元
本
１
万
円
に
つ
き

1
日
8
円
の
利
息
で
す
。
5
万
円
を
借
り

て
1
週
間
後
に
2
8
0
円
を
超
え
る
利
息

で
あ
れ
ば
違
法
で
す
。
 

　
「
10
日
で
3
割
、5
割
の
利
息
」
、「
3
万

円
借
り
て
7
日
後
に
1
万
円
の
利
息
」
と
い

っ
た
利
息
は
違
法
で
す
。
 

主
に
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
融
資
を

行
い
１
日
単
位
で
利
息
を
算
出
し
集
金
を

行
う
日
賦
貸
金
業
者
に
つ
い
て
は
、他
の
貸

金
業
者
に
比
し
て
債
権
回
収
に
コ
ス
ト
が

か
か
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
特
例
的
に

54
・
75
％
の
金
利
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

54
.
75
％
の
金
利
は
元
本
1
万
円
に
つ
き

1
日
15
円
の
利
息
で
す
。
 

　
な
お
、日
賦
貸
金
業
に
つ
い
て
は
、法
改

正
に
よ
り
公
布（
平
成
18
年
12
月
20
日
）か

ら
概
ね
3
年
を
目
処
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

【知っておきたい知識】 
グレーゾーン金利 
　利息制限法の上限金利（15～20％）を超える金利でありながら、
出資法の上限金利(29.2%)以下の金利部分をグレーゾーン金利
と呼んでいます。グレーゾーンの金利は無効であり、支払う義務は
ありません。（例えば、29.2%の金利で20万円を借りた場合、18
％に相当する金利については支払う義務はありますが、11.2%に
相当する金利については支払う義務はありません。） 
　ただし、現行貸金業規制法では、「債務者が利息制限法上の上限
金利を超える利息を任意で支払い、かつ貸金業者が法令で義務付
けられた書面交付を行っている場合は、その利息の支払いは有効
なものとみなす」旨定められており、利息制限法を超える利息を支
払った場合に、有効となる場合があるので注意が必要です。 

※グレーゾーン金利については、法改正により公布か
ら概ね3年を目処に廃止されることになっています。 
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2
．貸
金
業
の
規
制
が
変
わ
り
ま
す
 

 多
重
債
務
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、貸
金
業
規
制
法

が
改
正
さ
れ
ま
し
た（
平
成
18
年
12
月
20

日
公
布
）。
改
正
法
の
施
行
後
は
、以
下
の

よ
う
に
規
制
が
変
わ
り
ま
す
。
 

SHIGOTONO*MADO1

2

3

4
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沖
縄
市
国
道
３
３
０
号
胡
屋
交
差
点
に
新
し
い
街
の

シ
ン
ボ
ル
登
場

4
開発建設部

平
成
１９
年
６
月
３０
日
に
胡
屋
交
差
点
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
を
実
施
し
ま
し
た
。 

住
宅
、
商
業
施
設
、
駐
車
場
、
共
用
ス
ペ
ー
ス
等
が
一
体
と
な
っ
た
「
コ
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
」
が
平
成
１９
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。 

 

●
概
要

　
沖
縄
市
中
の
町
地
区

で
国
の
補
助
事
業
と
し

て
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
、

「
中
の
町
Ａ
地
区
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
」

で
整
備
中
の｢

公
共
公
益

施
設｣

が
通
称
「
コ
ザ
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
」
と
し

て
い
よ
い
よ
供
用
開
始
と

な
り
ま
す
。 

　｢

コ
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ

ウ
ン｣

は
、住
宅（
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
）、商
業
施
設
、駐
車
場
、共
用

部
分（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、通
路
等
）、公
益

施
設（
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、音
楽
ス
タ
ジ

オ
等
）、音
楽
広
場
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

　
公
益
施
設
、音
楽
広
場
は
、沖
縄
市

が｢

コ
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音
市
場｣

と
位
置
付
け
7
月
27
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す 

 

Point
〜
「
コ
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
」「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
」「
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
」
〜

　
ま
た
道
路
事
業
と
し
て
は
、安
全
・

安
心
か
つ
、交
通
弱
者
に
対
す
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
施
策
の
一
環
と
し
て
、
胡
屋

交
差
点
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
整
備
、

歩
道
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実

施
し
、「
コ
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
」

の
オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け
6
月
30
日
に

交
差
点
の
切
り
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

整
備
に
当
た
っ
て
は
、コ
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
タ
ウ
ン
整
備
に
配
慮
し
、オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
が
実
施
で
き
る
空
間
の
整
備

や
タ
イ
ル
舗
装
、シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

ガ
ジ
ュ
マ
ル
等
の
整
備
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 
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●
整
備
の
背
景

　
沖
縄
市
は
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
軍
が

建
設
し
た
嘉
手
納
基
地
の
門
前
町
と

し
て
栄
え
、
沖
縄
本
島
中
部
圏
の
中

核
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
心
市
街
地
は
基

盤
整
備
が
不
十
分
で
老
朽
化
し
た
建

設
物
が
密
集
し
、
土
地
利
用
の
状
況

が
不
健
全
で
防
災
上
の
課
題
が
多
く

存
在
し
て
い
ま
し
た
。 

　
基
地
の
門
前
町
に
し
て
第
３
次
産

業
に
特
化
し
て
い
く
一
方
、
沖
縄
の

伝
統
的
な
地
域
文
化
を
土
台
に
米
軍

基
地
の
存
在
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
文
化

等
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
極
め
て
特

色
の
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
街
を

形
成
し
て
き
ま
し
た
。 

「
中
の
町
Ａ
地
区
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
」
及
び
「
中
の
町
・
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
整
備
事
業
」
は
、

沖
縄
市
の
歴
史
的
な
背
景
を
活
用
し
、

他
に
類
を
見
な
い
特
性
と
し
て
の
音

楽
・
芸
能
を
地
域
の
資
源
と
し
て
捉

え
、
こ
の
地
域
資
源
を
積
極
的
に
活

か
す
拠
点
と
な
る
施
設
整
備
を
行
う

こ
と
で
、
『
音
楽
文
化
・
産
業
の
振

興
』
と
『
中
心
市
街
地
の
活
性
化
』

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
沖
縄
市
よ
り
再
開
発
事
業

の
整
備
に
合
わ
せ
、
交
差
点
の
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
化
等
の
要
望
が
あ
り
、
胡

屋
交
差
点
の
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。 

SHIGOTONO*MADO1

2

3

4
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沖縄不発弾等対策協議会を開催 

Report

　沖縄においては、戦後６２年を

経た現在でもなお、全国の４割以

上のシェアで不発弾が発見されて

います。 

  沖縄不発弾等対策協議会は、沖

縄における不発弾等の調査、発掘、

除去及び処分等に関する情報の交

換並びに対策を協議検討し、地域

住民の生活の安全に資することを

目的に設置されています。 

　今年も６月２２日（金）に当協議

会が開催され、平成１８年度の不

発弾等の処理実績報告、平成１９

年度の調査実施個所、関係機関

における役割、連携の確認など活

発な議論が交わされました。 

平成19年度防災訓練（6月） 
について 

Report

　去る６月７日（木）に行われた平
成１９年度防災訓練（６月）について
は、木下次長を始め、佐藤開発建
設部長以下、災害対策本部開建部
各班・支部及び参加機関として国
土交通省、沖縄県、国土地理院、第
十一管区海上保安本部、自衛隊、Ｎ
ＨＫ、沖縄建設弘済会、沖縄県建設
業協会の協力を受け訓練を行いま
した。今回の訓練では梅雨前線の
影響による大雨からなる土砂災害
等を想定し、道路、ダム、公園、港湾、
官庁営繕施設等が被災したとの想
定の下に行い、現場では実際に衛

星通信車を出動し、現地被災状況
の映像配信を行うなど本番さなが
らの緊迫した状況の中で応急復旧
作業（想定）を行いました。今回の
訓練を終えて、参加者の防災に対
しての意識高揚が図れ、国民の財
産を守るという使命を再確認しま
した。 

第3回沖縄ブロック 
港湾保安対策推進会議開催 

Report

　５月２２日（火）沖縄県水産会館
において国土交通省港湾局危機
管理室長をはじめ、当局開発建設
部長他港湾保安担当者、管内港
湾管理者、民間埠頭施設管理者
及び第１１管区海上保安本部警備
担当者等（３８名）が一堂に会し、
第３回沖縄ブロック港湾保安対策
推進会議が開催されました。 
　今回の会議は、平成1６年7月
に発効した改正ＳＯＬＡＳ条約（海
上人命安全条約）並びに同時施
行された国際船舶・港湾保安法に
基づき義務付けられた国際埠頭施
設及び国際水域施設における保安
措置（自己警備の範囲内で危害
行為の発生抑止、対処時間の確得、
情報疎通の確保）をより効率的・
効果的ならしめるため、保安対策

における最近の情勢及び今後の取
組み等、国際埠頭における不法侵
入事例や立入り検査での指導事例
等、那覇国際コンテナターミナル
における日頃の保安対策実施状況
等について説明するとともに、こ
れら説明に対する質疑応答や意見
交換が行われたものです。 
　当局管内では、那覇港をはじめ
とする５港で１２埠頭施設、５水域
施設に係る保安規程が定められる
とともにフェンス、照明、監視カ
メラ等の保安設備を設置し、みな
との安全確保に努めているところ
です。 
  本会議を機に関係各機関の更な
る連携強化を図り、今後沖縄の港
湾の保安を確保することとしてい
ます。 

那覇港沈埋トンネル工事 
～沈埋函（６号函）の曳航及び沈設・接合完了～ 

Report

　平成１９年５月２１日（月）に、沈埋
トンネル６号函の沈設・接合作業が
行われました。 
　沈埋トンネルは、那覇ふ頭三重
城側と空港側を８函の沈埋函で結
ぶ延長約７２４ｍの自動車専用道路
です。同トンネルは、那覇港と背後
地域との円滑な輸送体系を構築す
るために計画され、那覇ふ頭地区
の港口部を横断することで、本島
南部との連絡を強化し、慢性的な

渋滞が続く幹線道路の緩和対策と
しての役割を果たすものであり、
県内初の海底トンネルとなります。
これまで、５つの沈埋函の接合が完
了しており、６号函の接合により、
約５４４ｍ接合されたことになります。
なお、今年の９月頃には空港側の８
号函沈設・接合作業も予定されて
おり、工事完成に向け着実に作業
が進行しています。 



17

check!

「まるごと沖縄クリーンビーチ2007」 
キャンペーンを開催 
　沖縄クリーンコーストネットワー
ク（事務局：第十一管区海上保安本
部環境防災課、沖縄総合事務局開
発建設部港湾計画課、環境省那覇
自然環境事務所、沖縄県文化環境
部環境整備課）では、６月17日（日）
から７月16日（海の日・月）までの１ヶ
月間、「まるごと沖縄クリーンビー
チ2007」キャンペーンを開催し、
県内全域で海岸等の清掃活動を

行いました。６月17日（日）の宜野
湾トロピカルビーチでのオープニ
ングセレモニーを皮切りに県内の
ビーチ等で清掃活動が行われました。
清掃活動以外にも、沖縄美ら海水
族館や本島内の大型量販店にて
海洋環境パネル展も開催いたしま
した。 
　たくさんの方の参加・ご協力あ
りがとうございました。 

不正改造車を排除する運動の 
強化月間について 
 

Report

　交通事故の発生状況が依然と

して厳しく、また、自動車の排

出ガス、騒音等による環境の悪

化が深刻な社会問題となってい

る中で、安全を脅かし、他人に

迷惑をかける不正改造車の排除

が求められています。 

　沖縄総合事務局運輸部では、

このような状況を改善するため、

今年度も車両の安全確保・環境

保全を図ることにより、県民の

安全、安心の確保を確実に実現

していくため、関係機関と協力

して不正改造車の排除のための

諸活動に取り組むこととし、６

月を強化月間として本運動を積

極的に推進しました。 

今回新たな取り組みとして、乗

用自動車を貨物自動車へ構造変

更し、街頭検査時には元に戻し

て運行しているユーザーに対し、

これまでは構造変更検査を受検

するように口頭指導を行うだけ

でしたが、警告書を交付する等

より積極的な指導を行いました。 

「不正改造車を排除する運動」

は継続していますので、皆様も

ぜひ、この機会に理解を深めて

頂き、その排除にご協力下さい。 

不正改造車に関する情報・相談・

お問い合わせは、次までお願い

します。 

平成１９年度陸運関係功労者 
陸運事務所長表彰 
　６月１５日（金）、沖縄総合事務局

陸運事務所において「平成１９年度

陸運関係功労者の陸運事務所長

表彰」の表彰式を開催しました。 

  本表彰は、県内において自動車

運送事業、自動車整備事業等の陸

運関係事業に従事する役員、従業

員等で当該事業に対する功績が顕

著であった者及び永年にわたり業

務に精励し、勤務成績が優秀な者

に対し毎年行われており、今回の

受賞者は、役員１３名、一般従業員９

名、運転者１８名、整備士等８名の計

４８名と自動車関係事業のうち使用

済み自動車を適正に処理する等、

環境対策に積極的に取り組んだ２

社に対して、長田所長から表彰状

の授与が行われました。 

　長田所長は受賞者の方々に対し

て、「多年に亘り陸運関係事業に精

励されるとともに、それぞれの分

野で長年培ってこられた豊富な知

識と技能を発揮され、質の高いサー

ビスの提供と安全性の確保という

ユーザーのニーズに適確に対応し、

業界全体のレベルアップを図って

頂くことを期待しております。」と

式辞を述べました。 

Report

Report

「迷惑改造車相談窓口（不正改造車１１０番）」 
　 沖縄総合事務局 運輸部 車両安全課　　TEL 098-862-1453 
　 沖縄総合事務局 陸運事務所 整備部門　TEL 098-875-0300 
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Ⅰ    　
国
有
財
産
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

一
般
的
に
国
の
機
関
の
庁
舎
や
そ
の

敷
地
、道
路
、飛
行
場
と
い
っ
た
人
工

的
に
作
ら
れ
た
施
設
や
、山
、川
、海

岸
な
ど
不
動
産
以
外
に
も
政
府
専

用
機
な
ど
の
航
空
機
、海
上
保
安
庁

の
巡
視
艇
や
海
上
自
衛
隊
の
南
極

観
測
船
な
ど
の
船
舶
と
い
っ
た
動
産

が
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、株
式
、社
債
な
ど
の
有
価

証
券
、公
庫
や
公
団
な
ど
に
対
す
る

政
府
出
資
、特
許
権
や
著
作
権
な
ど

の
知
的
財
産
権
も
含
ま
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、国
有
財
産
に
つ
い
て

は
、国
有
財
産
法
に
国
有
財
産
の
範

囲
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

    　
さ
て
、国
有
財
産
と
い
え
ば
文
字

ど
お
り
国
が
所
有
す
る
財
産
の
こ
と

で
す
が
、実
は
国
有
財
産
に
も
行
政

財
産
と
普
通
財
産
と
に
分
類
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
 

　
行
政
財
産
と
は
、国
が
行
政
上
の

目
的
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る
庁
舎

や
、国
民
が
直
接
利
用
し
て
い
る
国
道
、

国
営
公
園
な
ど
の
財
産
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、さ
ら
に
行
政
財
産
は
①
公
用

財
産
②
公
共
用
財
産
③
皇
室
用
財

産
④
企
業
用
財
産
の
４
つ
に
細
分
類

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、普
通
財
産
と
は
行
政
財
産

以
外
の
一
切
の
国
有
財
産
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
 

　
普
通
財
産
に
つ
い
て
は
、収
益
財

産
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
り
、最
終

的
に
は
金
銭
に
換
価
し
て
財
政
収

入
と
す
る
こ
と
が
適
当
な
財
産
で
あ

り
ま
す
が
、条
約
に
基
づ
い
て
在
日

米
軍
へ
提
供
し
て
い
る
財
産
や
政
府

出
資
法
人
に
対
す
る
「
出
資
に
よ
る

権
利
」の
よ
う
に
換
価
処
分
の
出
来

な
い
特
殊
な
財
産
も
あ
り
ま
す
。
 

      　
平
成
17
年
度
末
の
国
有
財
産
の

内
訳
を
台
帳
価
格
で
見
て
み
る
と
、

土
地
が
国
有
財
産
の
22
%
を
占
め
て

お
り
、つ
い
で
樹
木
な
ど
の
立
木
竹
、

建
物
、門
な
ど
の
工
作
物
と
な
っ
て
お

り
、不
動
産
が
全
体
の
42
・
5
%
を

占
め
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、平
成
16
年
度
末
の
国

有
地
の
面
積
は
約
8
7
7
万
ha
と
、

国
土
総
面
積（
3
，7
7
9
万
ha
）の

約
4
分
の
1
を
占
め
て
お
り
ま
す（
大

部
分
は
森
林
）。
沖
縄
県
内
の
国
有

地
の
全
国
に
占
め
る
割
合
は
0
・

4
%
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
う
ち

普
通
財
産
に
つ
い
て
は
、沖
縄
の
占
め

る
割
合
が
2
・
2
%
と
比
較
的
大
き

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

多
種
多
様
な
国
有
財
産 

Ⅱ 行
政
財
産
と
普
通
財
産 

Ⅲ 国
土
の
４
分
の
１
を 

占
め
る
国
有
地 

nakayukui
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さ
て
、
国
有
財
産
の
う
ち
行
政

財
産
に
つ
い
て
は
、
各
省
各
庁
が

そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る
財
産
を
法
律

に
基
づ
い
て
管
理
等
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
沖
縄
総
合
事
務
局
財

務
部
で
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、

国
有
財
産
の
総
括
的
立
場
か
ら
各

省
各
庁
に
対
し
て
適
正
な
方
法
に

よ
る
管
理
等
を
指
導
す
る
総
合
調

整
事
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
既
存
庁
舎
等
の
効
率
的

な
使
用
の
推
進
や
民
間
利
用
の
促

進
に
よ
り
国
有
財
産
の
有
効
活
用

を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
財
産
の

用
途
と
し
て
使
用
さ
れ
な
く
な
っ

た
普
通
財
産
の
売
却
促
進
や
地
震

防
災
活
動
の
拠
点
と
な
る
庁
舎
等

の
効
率
的
な
整
備
の
推
進
を
図
る

た
め
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
普
通
財
産
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
財
務
省
所
管
財
産
が
多
く
、

沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
で
は
、

沖
縄
県
内
に
所
在
す
る
財
務
省
所

管
普
通
財
産
が
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
中
で
有
効
利
用
さ
れ
る
た
め
に
、

地
方
公
共
団
体
や
、
一
般
の
方
へ

の
貸
付
及
び
売
却
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
 

 Ⅳ 国
有
財
産
の
し
ご
と 

　
沖
縄
県
内
に
お
け
る
財
務
省
所

管
普
通
財
産
は
、当
局
が
管
理
し
て

お
り
、そ
の
ほ
と
ん
ど
を
土
地
が
占

め
て
い
ま
す
。
 

　
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
の
う
ち
、

特
徴
的
な
も
の
を
挙
げ
ま
す
と
、ま

ず
は
、嘉
手
納
飛
行
場
、伊
江
島
補

助
飛
行
場
な
ど
の
在
日
米
軍
提
供

財
産
が
多
い
こ
と
で
す
。こ
れ
ら
は
第

二
次
世
界
大
戦
中
に
旧
日
本
軍
が

飛
行
場
用
地
と
し
て
買
収
し
た
財

産
を
、戦
後
米
軍
基
地
と
し
て
使
用

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

　
次
に
、宮
古
空
港
や
石
垣
空
港
等

空
港
敷
地
に
使
用
さ
れ
て
い
る
財
産

が
多
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
も
旧
日

本
軍
が
飛
行
場
用
地
と
し
て
買
収

し
た
土
地
で
す
。
 

　
奥
武
山
公
園
や
松
山
公
園
、平
安

座
西
公
園
な
ど
、公
園
敷
地
と
し
て

県
や
市
町
村
へ
無
償
で
貸
付
け
て
い

る
財
産
も
多
数
あ
り
、こ
れ
ら
の
財

産
は
直
接
県
民
の
皆
様
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、当
局
が
住
宅
敷
地
等
と
し

て
一
般
の
方
へ
有
償
で
貸
付
を
行
っ
て

い
る
財
産
の
件
数
が
多
い（
約
１
，３

０
０
件
）こ
と
も
沖
縄
の
特
徴
で
す
。

こ
れ
は
、第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
、

地
形
が
著
し
く
変
容
し
た
上
に
、戦

後
米
軍
が
旧
県
道
と
関
係
な
く
道

路
建
設
を
行
っ
た
た
め
、道
路
と
な

ら
な
か
っ
た
旧
県
道
敷
地
が
住
宅
敷

地
等
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

Ⅴ 沖
縄
県
内
に
お
け
る 

普
通
財
産
の
特
徴 

 

nakayukui

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
 

 　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
国
有
財

産
に
つ
い
て
、
少
し
は
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り

の
財
産
で
あ
る
国
有
財
産
が
有
効

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

 

奥武山公園（那覇市） 
沖縄県HPより 
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か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
の

普
及
・
促
進
に
つ
い
て

沖
縄
県
産
酒
類
振
興
・

消
費
拡
大
懇
話
会
の

報
告
書
に
つ
い
て

　
夏
季
の
軽
装
期
間
初
日
の
６
月

１
日
、
安
倍
総
理
、
高
市
大
臣
を

始
め
と
す
る
全
閣
僚
が
、
か
り
ゆ

し
ウ
ェ
ア
を
着
用
し
、
閣
議
に
臨

み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
夏
季
軽
装
期
間
中
、
沖

縄
担
当
部
局
職
員
が
積
極
的
に
着

用
す
る
と
と
も
に
、
内
閣
府
各
部

局
に
購
入
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
す
る
な
ど
、
沖
縄
に
お
け
る
ク

ー
ル
ビ
ズ
の
先
進
事
例
と
し
て
、

か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
の
普
及
・
促
進

に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

 

　
内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局
で
は
、
『
沖

縄
県
産
酒
類
振
興
・
消
費
拡
大
懇
話

会
』
（
座
長:
尚
弘
子
琉
球
大
学
名

誉
教
授
）
を
開
催
し
、
県
内
外
の
有

識
者
の
方
々
に
、
沖
縄
県
産
酒
類
の

今
後
の
振
興
策
や
消
費
拡
大
策
を
議

論
し
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
報
告
書
（
『
沖
縄
の
お
酒

の
発
展
に
向
け
た
１１
の
提
案
』
）
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
本
土
の
有
識
者

の
方
に
も
委
員
と
な
っ
て
い
た
だ
い

た
た
め
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
新
た
な
視
点

も
多
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
沖
縄
県
産
酒
類
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
、
沖
縄
独
自
の
歴
史
や
気
候
と
強

く
結
び
つ
い
た
魅
力
が
あ
り
な
が
ら

も
、
そ
の
魅
力
が
顕
在
化
し
た
と
言

え
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
の
報
告
書
で
は
、
こ
の

魅
力
を
顕
在
化
さ
せ
る
た
め
に
、
①

沖
縄
の
お
酒
の
も
つ
個
性
や
伝
統
を

大
切
に
し
た
振
興
を
図
る
、
②
県
民

一
人
ひ
と
り
の
方
に
沖
縄
の
お
酒
を

愛
し
、
飲
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
意

識
す
る
、
③
食
文
化
と
の
深
い
関
係

を
念
頭
に
置
く
、
と
い
う
３
つ
の
考

え
方
を
基
本
と
し
て
、
１１
の
提
案
を

し
ま
し
た
。 

　
具
体
的
に
は
、
「
沖
縄
の
お
酒
を

知
っ
て
も
ら
う
」
、
「
沖
縄
の
お
酒

を
味
わ
っ
て
も
ら
う
」
、
「
沖
縄
へ

の
親
し
み
を
深
め
て
も
ら
う
」
と
い

う
３
つ
の
視
点
か
ら
、
泡
盛
な
ど
の

体
系
の
整
理
や
、
県
外
向
け
の
流
通

対
策
、
戦
略
的
な
製
品
開
発
、
沖
縄

の
食
文
化
の
振
興
等
に
つ
い
て
提
案

し
て
い
ま
す
。
販
売
戦
略
に
と
ど
ま

ら
ず
、
沖
縄
県
産
酒
類
そ
の
も
の
の

魅
力
を
高
め
る
た
め
の
中
長
期
的
な

取
組
み
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。 

　
今
後
は
、
報
告
書
の
提
案
を
実
行

す
る
ス
テ
ー
ジ
に
移
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
提
案
は
、
お
酒
に
関
す
る
提
案

な
の
で
、
酒
造
業
界
の
方
々
に
担
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
当
然
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
研
究
開
発
の
推
進
の

よ
う
に
、
行
政
機
関
が
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
よ
り
一
層
の
効
果
が
期
待

さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

県
民
一
人
ひ
と
り
の
方
が
、
沖
縄
県

産
酒
に
愛
着
を
持
っ
て
味
わ
う
こ
と

に
よ
り
、
県
外
の
方
が
感
銘
を
覚
え
、

ひ
い
て
は
お
酒
の
振
興
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
い
う
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、

県
全
体
と
し
て
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。
内
閣
府
沖
縄
担
当

部
局
に
お
い
て
も
、
今
後
、
こ
の
報

告
書
の
提
案
の
実
施
状
況
を
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
支
援
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。 

 

沖縄のお酒を知ってもらう 

・ 泡盛などの体系を整理してはどうか 

・ 泡盛などのラベルを整理してはどうか 

・ コアブランドを確立してはどうか 

・ ＰＲ活動を強化してはどうか 

・ 観光とリンクした取組みをしてはどうか 

・ 県外向けの流通対策をしてはどうか 

� 

沖縄のお酒を味わってもらう 

・ 戦略的な製品開発をしてはどうか 

・ 古酒の積極的な展開をしてはどうか 

・ 一般消費の拡大に向けた取組みをしては 
　　どうか 

� 

沖縄への親しみを深めてもらう 

・ 沖縄のお酒が生まれ、育んできた過程を 
　 紹介してはどうか 

・ 沖縄の食文化の振興をしてはどうか 

LE
T
T
E
R

LE
T
T
E
R
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Information

人事異動 
　藤本一郎　前沖縄総合事務局次長の転任に伴い、平成１９年７月１０日付で沖縄総合事務
局次長に影山洋一氏が就任した。 
　昭和５３年早稲田大学政治経済学部政治学科卒業。昭和５２年国家公務員採用上級甲種
（行政）合格。昭和５３年総理府入府、平成４年総務庁人事局人事企画官、平成６年内閣総理
大臣官房参事官（広報室）、平成８年日本学術会議事務局総務部庶務課長、平成１０年国際
平和協力本部事務局総務担当参事官、平成１１年総務庁長官官房参事官（交通安全対策担
当）、平成１３年総務省統計センター経済製表部長、同年内閣府沖縄総合事務局総務部長、
平成１５年内閣府北方対策本部参事官、平成１７年迎賓館次長を歴任後現在に至る。 

　河合正保　前総務部長の転任に伴い、平成１９年７月６日付で総務部長に久保田治氏が
就任した。 

　昭和５９年慶應義塾大学法学部法律学科卒業。昭和５８年国家公務員採用上級甲種（法律）
試験合格。昭和５９年総理府入府、平成１０年中央省庁等改革推進本部事務局企画官、平成
１２年沖縄開発庁秘書官事務取扱、平成１３年内閣府橋本国務大臣秘書官事務取扱、同年内
閣府尾身国務大臣秘書官事務取扱、平成１４年内閣府賞勲局審査官、平成１５年文化庁文化
部国語課長、平成１７年内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付参事官（青少年育成第１
担当）、平成１８年内閣府政策統括官（沖縄政策担当）付参事官（企画担当）を歴任後現在
に至る。 

　秋本佳則　前農林水産部長の転任に伴い、平成１９年７月１０日付で農林水産部長に永杉
伸彦氏が就任した。 

　昭和５５年京都大学法学部卒業。昭和５４年国家公務員採用上級甲種（法律）試験合格。
昭和５５年農林水産省入省、平成６年林野庁林政部林政課調査官、平成７年大臣官房秘書課
調査官、平成１０年林野庁指導部計画課森林総合利用対策室長、平成１２年大臣官房参事官
兼農産園芸局、平成１３年林野庁森林整備部森林保全課長、平成１４年農村振興局計画部土
地改良企画課長、平成１６年農村振興局地域振興課長、同年国土交通省都市・地域整備局
企画課長、平成１８年大臣官房付、同年総合食料局総務課長を歴任後現在に至る。 

沖縄総合事務局次長に 

影  山  洋  一 
　　　　　　氏が就任 

かげ　　やま　　よう　　いち  

総務部長に 

久保田　治 
　　　　　　氏が就任 

く    ぼ    た  おさむ  

農林水産部長に 

永  杉  伸  彦 
　　　　　　氏が就任 

なが   　　すぎ　　  のぶ        ひこ 

　仁賀建夫　前経済産業部長の転任に伴い、平成１９年７月１０日付で経済産業部長に市原
健介氏が就任した。 

　昭和５９年早稲田大学理工学部電気工学科卒業、昭和６１年東京工業大学大学院理工学
研究科電気・電子工学修士卒業。昭和６０年国家公務員採用Ⅰ種（電子）試験合格。昭和６１
年通商産業省入省、平成１３年内閣府政策統括官（科学技術政策担当）付参事官（資源配
分担当）付企画官、平成１５年産業技術環境局大学連携推進課大学連携企画調整官、平成１
７年商務情報政策局情報プロジェクト室長を歴任後現在に至る。 

　菅井雅昭　前運輸部長の転任に伴い、平成１９年７月１日付で運輸部長に大野秀敏氏が
就任した。 

　昭和６２年大阪大学法学部卒業。昭和６１年国家公務員採用Ⅰ種（法律）試験合格。昭和６２
年運輸省入省、平成１３年経済産業省大臣官房企画課企画官（併）商務情報政策局情報セ
キュリティ政策室長、平成１５年国土交通省大臣官房付（短期在外研究員・米国）、平成１６年
国土交通省大臣官房総務課企画官（併）政策統括官付（併）危機管理室、平成１７年国土交
通省海事局総務課海事保安・事故保障対策室長を歴任後現在に至る。 

　この調査は、全国の卸売・小売業を営む事業所を対象とし、商業の実態を明らかにする
ことを目的としています。 
　調査の結果は、国や都道府県、市区町村における商業の振興、中心市街地活性化など
の施策を進めるうえでの重要な基礎資料として、多方面で利用されるだけでなく、個々
の事業所が経営指針を作る際にも役立っています。 
　調査にあたっては、都道府県知事から任命された商業統計調査員が事業所を直接訪問し、
調査票を配布して必要な事項を記入していただき、後日回収するという方法等で行います。 
　提出された調査票は、統計法により厳重に秘密が守られ、統計作成の目的以外には一
切使用いたしませんので、正確な報告にご協力ください。 

経済産業部長に 

市  原  健  介 
　　　　　　氏が就任 

　いち　　　はら　　　けん　　　すけ 

運輸部長に 

大  野  秀  敏 
　　　　　　氏が就任 

おお　　　の　　　ひで　　とし 

＜調査実施に係る問い合わせ先＞ 
経済産業省経済産業政策局　調査統計部産業統計室 
〒100-8902　東京都千代田区霞が関１丁目３番１号 
電話　０３－３５０１－１５１１（代表）　内線２８９６～２８９７ 
ＵＲＬ　http://www.meti.go.jp/statistics/index.html 
 

福島県出身　５２歳 

静岡県出身　４５歳 

熊本県出身　４９歳 

東京都出身　４６歳 

兵庫県出身　４４歳 

平成１９年度　商業統計調査の実施について 
 （卸売業、小売業の事業所を対象に６月１日現在で実施しております。）  
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